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川北町議会事務局 検 索

左義長（中島小学校）

新春書初め大会

表現会（中島保育所）

みんなの広場
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
◆

次
回
の
定
例
会
は
3
月
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

テニス協会 ～この一球は、絶対無二の一球なり～

編
集
後
記

　
今
年
は
、穏
や
か
な
天
候
も

あ
り
、晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
、

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
昨
年
は
、地
下
水
位

の
低
下
に
よ
り
、飲
料
水
や
工

業
用
水
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
、

ま
た
、こ
の
暖
冬
が
続
け
ば
、夏

場
に
は
水
不
足
も
深
刻
化
し
、

農
作
物
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
近
年
、各
地
で
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」の

言
葉
通
り
、災
害
へ
の
準
備
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
で
は
、よ
り
よ
い
紙
面
に

す
る
試
み
と
し
て
、今
回
は
、行

間
の
調
整
を
中
心
に
、紙
面
を

構
成
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、よ
り
読
み
や

す
く
解
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
、皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、ご

感
想
な
ど
、お
気
軽
に
議
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

田
中
　
秀
夫
　
記
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▼

美  筝  会 ～伝統芸能「筝」をたくさんの人に～

　川北町テニス協会は、発足して今年で35年目を迎えます。
現在、会員は18～70歳までの40名で、練習は、サンアリーナ川北
で、週３回行っています。
　また協会の主催で、年に３回、男子ダブルス・女子ダブルス・ミッ
クスダブルスの大会を開催しています。
　その他にも各市町などで、大会が開催されており、会員は、そ

れぞれ自身のレベルに応じ
た大会に、エントリーしてい
ます。
　近年は、錦織圭選手の活躍により、テニス人口が増えており、協会員
も増加傾向にあります。
　そして、活動の拠点でもある、サンアリーナ川北の人工芝も全面改修
され、これまで以上にテニス競技の振興と仲間づくりの輪を広げていき
たいと思います。
　皆さんも、お洒落でカッコいいスポーツ「テニス」を楽しんでみませんか。

　川北町美筝会は、筝が好きな人が集まり、勉強している団
体で、平成17年からは、川北町文化協会に加入し、現在は７名
の会員で活動しています。
　主な活動は、川北町芸能おさらい会や白山市、金沢市での
演奏会への出演。そして川北小学校、橘小学校での邦楽教室
のお手伝いなどです。
　普段は個人で練習していますが、おさらい会などでの合奏

は、皆で集まり、心を
合わせての演奏で
すので、とても楽しく、やりがいがあります。
　また、小学校での邦楽教室では、子ども達は、とても興味を
持って、真剣に学んでくれています。
　古くから、日本人の心で育まれてきた筝を、これからも、た
くさんの人に伝え、興味を持って下さる方が増えれば、嬉しく
思います。

お問い合わせは、川北町議会事務局まで　☎076（277）1111

http://www.town.kawakita.ishikawa.jp/gyosei1_gikai.html
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12月議会定例会  4日～9日

短期人間ドック助成事業
工業用水道水源さく井工事などを補正。
短期人間ドック助成事業
工業用水道水源さく井工事などを補正。

○
総
　務
　費

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
向
け

た
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
費
用
に
71
万
３

千
円
。

○
衛
　生
　費

　
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
に
700
万
円
。

○
農
林
水
産
業
費

　
中
心
と
な
る
農
業
経
営
体
の
確
保

や
、経
営
体
へ
の
農
地
集
積
に
必
要
な
支

援
費
と
し
て「
経
営
転
換
協
力
金
」に
100

万
円
、「
地
域
集
積
協
力
金
」
に
300
万

円
、「
担
い
手
経
営
発
展
支
援
事
業
費
補

助
金
」に
40
万
円
。

○
土
　木
　費
　

　
工
業
用
水
道
水
源
さ
く
井
工
事
に
、７

千
830
万
円
。

○
教
　育
　費

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
助
成
金

に
26
万
６
千
円
。

一
般
会
計

特
別
会
計

条
例
の
改
正

人
　事

議
員
提
出
議
案

　平成27年第８回12月議会定例会では、平成26年度歳入歳出決算の認
定が７件、平成27年度補正予算が２件、条例の改正と制定が３件、人事案
件が２件、議員提出議案が１件の合わせて15件が上程されました。
　議案は、各常任委員会で審議され、すべて原案どおり全員賛成で可決
しました。

一 般 会 計 補 正 額
予算累計

９千450万円
43億６千110万円

平成27年度  12月補正予算

特 別 会 計 補 正 額
予算累計

200万円
13億８千736万円

○
農
業
集
落
排
水
事
業

　
新
規
に
加
入
す
る
住
宅
の
公
共
汚
水

枡
設
置
工
事
費
に
200
万
円
。

○
公
平
委
員
会
委
員

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医

　療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
現
在
、ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
は
、よ
り
重
篤
化
し
た

肝
硬
変・肝
が
ん
の
治
療
自
体
に
つ
い
て

の
助
成
制
度
が
存
在
せ
ず
、重
度
の
病

態
に
よ
り
就
労
困
難
な
肝
疾
患
者
の
多

く
は
、生
活
に
困
窮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
の
障
害
者
手
帳
の
認
定

基
準
は
、肝
炎
患
者
の
病
状
に
合
致
す
る

基
準
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、大
多
数
の
患

者
が
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い

状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、ウ
イ
ル
ス
性
肝

硬
変・肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度

の
創
設
と
、身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

認
定
基
準
の
緩
和
を
、早
期
実
現
す
る

よ
う
要
望
す
る
旨
の
意
見
書
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

○
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　例
　
地
方
税
に
お
け
る
納
税
者
の
、猶
予

制
度
の
見
直
し
な
ど
の
改
正
。

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

　す
る
条
例

　
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
利
用
又

は
提
供
に
つ
い
て
、本
条
例
で
は
制
限
規

定
を
設
け
て
い
ま
す
が
、「
国
等
に
提
供

す
る
場
合
で
あ
っ
て
、当
該
個
人
情
報
が

事
務
の
遂
行
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、か

つ
、使
用
す
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」と
い
う

除
外
規
定
を
加
え
る
改
正
。

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

　関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

　利
用
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
の
法
令
に
定
め
る
規
定
に
基
づ
き
、

個
人
番
号
の
利
用
に
関
し
、必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
例

の
制
定
。

苗 

代
　
志 

郎 

氏（
草
深
）

な
わ   

し
ろ         

し     

ろ
う

工業用水道水源さく井工事 （H27.12月現在）

　
平
成
28
年
１
月
18
日
で
西
田
実

氏（
草
深
）が
任
期
満
了
と
な
り
、

新
た
な
公
平
委
員
と
し
て
苗
代
志

郎
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
、全
員
の

賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
、穴
田
逑
氏
が
、人
権
擁

護
委
員
に
推
薦
さ
れ
、全
員
の
賛
成

に
よ
り
、適
任
と
し
て
答
申
さ
れ
ま

し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員

穴 

田
　
逑 

氏（
下
田
子
島
）

あ
な    

た         

の
ぶ 地

方
自
治
法
及
び
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
、職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措

置
の
要
求
及
び
職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分
を
審
査
し
、並
び
に
こ
れ
に
つ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
行
政
委
員
会
。

人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、日
本
の
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
非
常
勤
職
で
あ
り
、 

委

員
は
、法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
る
。

● 

公
平
委
員
会

● 

人
権
擁
護
委
員（
じ
ん
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん
）
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平
委
員
会

● 

人
権
擁
護
委
員（
じ
ん
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん
）



　
地
方
の
資
金
調
達
に
配
慮
し
、

本
対
策
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施

が
で
き
る
よ
う
、地
方
公
共
団
体

が
作
成
し
た
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金（
地
域
経
済
活
性
化・雇
用
創

出
臨
時
交
付
金
）実
施
計
画
に
基

づ
く
事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

国
が
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
交
付
金
。

※
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

　（地
域
経
済
活
性
化・雇
用
創
出

　  

臨
時
交
付
金
）
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平成２６年度決算の認定 税金は効率 的に使われたか 町の家計簿の検証

一般会計　歳入：３８億８千２６８ 万円　歳出：３７億１千５０９万円

一般会計歳入・歳出決算状況表特　別　会　計
※実質収支　１億６千３０万円　　　翌年度へ繰越すべき財源　７２９万円

歳 

入 

…
…
… 

前
年
度
比
　
1.7
％ 

減

歳 

出 

…
…
… 

前
年
度
比
　
0.8
％ 

増

主 

な 

事 

業

　
歳
入
で
は
、前
年
度
比
１．７
％（
６
千
８０３
万
円
）減
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、固
定
資
産
税
が
企
業
の
設
備
投
資
の
鈍
化
に
よ

り
、大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
が
、町
税

は
、歳
入
全
体
の
３５．４
％
と
、歳
入
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
交
付
税
は
、固
定
資
産
税
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
２．５
％（
１
千
５２８
万
円
）増
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、普
通
建
設
事
業
費（
補
助
事
業
費
）の
減
少
に

伴
い
、県
支
出
金
が
前
年
度
比
23.2
％（
５
千
８２１
万
円
）減
少

し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
に
対
す
る
経
費
で
あ
る
民
生
費

が
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
、続
い
て
総
務
費
、教
育
費
、

衛
生
費
、公
債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、性
質
別
で
は
普
通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な
増
加

に
よ
り
、前
年
度
よ
り
８
千
９４６
万
円（
14.6
％
）の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
度
決
算
で
は
、景
気
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ

れ
る
も
の
の
、町
税
の
確
保
や
、一
般
財
源
を
抑
制
し
経
常

経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
り
、実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

○
東
部
地
区
児
童
館
整
備
事
業

○
川
北
中
学
校・橘
小
学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

○
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業

○
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
改
修
事
業

○
電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
事
業

○
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
及
び

　
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、的
確
な
事
業
を
行
い
、計
画
通

り
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
基
本
構
想
に
よ
る
町
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
共
に
行
財
政
改
革
や
財

政
の
健
全
化
と
自
立
化
、そ
し
て
安
全
と
安
心
に
努
め
、町
民
が「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」を
実
感
で
き
る
各
種
施
策
に
よ
り
、今
後
と
も
活
力
あ
る
行
政
運
営
を
図
っ
て

頂
き
た
い
。 

 

 

 

 

ハード
○
乳
幼
児・児
童
等
医
療
給
与
金

○
出
産
育
児
一
時
金

○
不
妊
治
療
費
給
与
金

○
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

○
高
齢
者
医
療
費
助
成
事
業

○
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者
福
祉
手
当
事
業

○
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・高
齢
者
と
小
児
用
の
肺
炎
球
菌・

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
事
業

○
自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
事
業

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費
補
助
事
業

ソフト

決 算 監 査

監
査
委
員
　
吉
野
　
外
明
・
坂
井
　
毅

（単位：万円）

歳　入 前年度比（％） 構成比（％） 歳　出 前年度比（％） 構成比（％）

町 税

地 方 譲 与 税

そ の 他 交 付 金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国・県 支 出 金

繰越金、繰入金など

諸 収 入

町債（借入金）

歳 入 合 計

137,335

1,938

9,166

75,571

7,821

14,149

58,103

31,512

6,503

46,170

388,268

△5.8%

△3.7%

9.9%

3.4%

△14.0%

△0.9%

△8.1%

11.3%

13.9%

1.9%

△1.7%

35.4%

0.5%

2.3%

19.5%

2.0%

3.6%

15.0%

8.1%

1.7%

11.9%

100.0％

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公債費（ 借 入 金 の 返 済 ）

歳 出 合 計

7,200 

53,852 

119,290 

45,492 

23,934 

5,095 

15,266 

11,373 

45,796 

44,211 

371,509 

0.4%

△20.4%

29.9%

6.4%

△30.5%

△8.2%

△41.3%

14.0%

70.7%

△21.6%

0.8%

1.9%

14.5%

32.1%

12.2%

6.5%

1.4%

4.1%

3.1%

12.3%

11.9%

100.0%

歳入
歳出
差引

５億１千９２４万円
４億９千１６５万円

２千７５９万円

国民健康保険
歳入
歳出
差引

４億５千６４４万円
４億３千３５４万円

２千２９０万円 

介護保険事業

歳入
歳出
差引

２千５６５万円 
２千４７４万円 

９１万円

簡易水道事業
歳入
歳出
差引

５千５５７万円 
５千３６３万円 

　１９４万円

介護保険サービス事業

歳入
歳出
差引

１億６千６１５万円
１億６千０４２万円

５７３万円

農業集落排水事業
歳入
歳出
差引

５千１９９万円 
５千１０７万円 

９２万円

後期高齢者医療
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平成２６年度決算の認定 税金は効率 的に使われたか 町の家計簿の検証

一般会計　歳入：３８億８千２６８ 万円　歳出：３７億１千５０９万円

一般会計歳入・歳出決算状況表特　別　会　計
※実質収支　１億６千３０万円　　　翌年度へ繰越すべき財源　７２９万円

歳 

入 

…
…
… 

前
年
度
比
　
1.7
％ 

減

歳 

出 

…
…
… 

前
年
度
比
　
0.8
％ 

増

主 

な 

事 

業

　
歳
入
で
は
、前
年
度
比
１．７
％（
６
千
８０３
万
円
）減
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、固
定
資
産
税
が
企
業
の
設
備
投
資
の
鈍
化
に
よ

り
、大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
が
、町
税

は
、歳
入
全
体
の
３５．４
％
と
、歳
入
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
交
付
税
は
、固
定
資
産
税
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
２．５
％（
１
千
５２８
万
円
）増
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、普
通
建
設
事
業
費（
補
助
事
業
費
）の
減
少
に

伴
い
、県
支
出
金
が
前
年
度
比
23.2
％（
５
千
８２１
万
円
）減
少

し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
に
対
す
る
経
費
で
あ
る
民
生
費

が
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
、続
い
て
総
務
費
、教
育
費
、

衛
生
費
、公
債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、性
質
別
で
は
普
通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な
増
加

に
よ
り
、前
年
度
よ
り
８
千
９４６
万
円（
14.6
％
）の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
度
決
算
で
は
、景
気
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ

れ
る
も
の
の
、町
税
の
確
保
や
、一
般
財
源
を
抑
制
し
経
常

経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
り
、実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

○
東
部
地
区
児
童
館
整
備
事
業

○
川
北
中
学
校・橘
小
学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

○
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業

○
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
改
修
事
業

○
電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
事
業

○
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
及
び

　
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、的
確
な
事
業
を
行
い
、計
画
通

り
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
基
本
構
想
に
よ
る
町
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
共
に
行
財
政
改
革
や
財

政
の
健
全
化
と
自
立
化
、そ
し
て
安
全
と
安
心
に
努
め
、町
民
が「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」を
実
感
で
き
る
各
種
施
策
に
よ
り
、今
後
と
も
活
力
あ
る
行
政
運
営
を
図
っ
て

頂
き
た
い
。 

 

 

 

 

ハード
○
乳
幼
児・児
童
等
医
療
給
与
金

○
出
産
育
児
一
時
金

○
不
妊
治
療
費
給
与
金

○
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

○
高
齢
者
医
療
費
助
成
事
業

○
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者
福
祉
手
当
事
業

○
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・高
齢
者
と
小
児
用
の
肺
炎
球
菌・

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
事
業

○
自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
事
業

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費
補
助
事
業

ソフト

決 算 監 査

監
査
委
員
　
吉
野
　
外
明
・
坂
井
　
毅

（単位：万円）

歳　入 前年度比（％） 構成比（％） 歳　出 前年度比（％） 構成比（％）

町 税

地 方 譲 与 税

そ の 他 交 付 金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国・県 支 出 金

繰越金、繰入金など

諸 収 入

町債（借入金）

歳 入 合 計

137,335

1,938

9,166

75,571

7,821

14,149

58,103

31,512

6,503

46,170

388,268

△5.8%

△3.7%

9.9%

3.4%

△14.0%

△0.9%

△8.1%

11.3%

13.9%

1.9%

△1.7%

35.4%

0.5%

2.3%

19.5%

2.0%

3.6%

15.0%

8.1%

1.7%

11.9%

100.0％

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公債費（ 借 入 金 の 返 済 ）

歳 出 合 計

7,200 

53,852 

119,290 

45,492 

23,934 

5,095 

15,266 

11,373 

45,796 

44,211 

371,509 

0.4%

△20.4%

29.9%

6.4%

△30.5%

△8.2%

△41.3%

14.0%

70.7%

△21.6%

0.8%

1.9%

14.5%

32.1%

12.2%

6.5%

1.4%

4.1%

3.1%

12.3%

11.9%

100.0%

歳入
歳出
差引

５億１千９２４万円
４億９千１６５万円

２千７５９万円

国民健康保険
歳入
歳出
差引

４億５千６４４万円
４億３千３５４万円

２千２９０万円 

介護保険事業

歳入
歳出
差引

２千５６５万円 
２千４７４万円 

９１万円

簡易水道事業
歳入
歳出
差引

５千５５７万円 
５千３６３万円 

　１９４万円

介護保険サービス事業

歳入
歳出
差引

１億６千６１５万円
１億６千０４２万円

５７３万円

農業集落排水事業
歳入
歳出
差引

５千１９９万円 
５千１０７万円 

９２万円

後期高齢者医療



　
地
方
の
資
金
調
達
に
配
慮
し
、

本
対
策
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施

が
で
き
る
よ
う
、地
方
公
共
団
体

が
作
成
し
た
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金（
地
域
経
済
活
性
化・雇
用
創

出
臨
時
交
付
金
）実
施
計
画
に
基

づ
く
事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

国
が
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
交
付
金
。

※
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

　（地
域
経
済
活
性
化・雇
用
創
出

　  

臨
時
交
付
金
）
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平成２６年度決算の認定 税金は効率 的に使われたか 町の家計簿の検証

一般会計　歳入：３８億８千２６８ 万円　歳出：３７億１千５０９万円

一般会計歳入・歳出決算状況表特　別　会　計
※実質収支　１億６千３０万円　　　翌年度へ繰越すべき財源　７２９万円

歳 

入 

…
…
… 

前
年
度
比
　
1.7
％ 

減

歳 

出 

…
…
… 

前
年
度
比
　
0.8
％ 

増

主 

な 

事 

業

　
歳
入
で
は
、前
年
度
比
１．７
％（
６
千
８０３
万
円
）減
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、固
定
資
産
税
が
企
業
の
設
備
投
資
の
鈍
化
に
よ

り
、大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
が
、町
税

は
、歳
入
全
体
の
３５．４
％
と
、歳
入
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
交
付
税
は
、固
定
資
産
税
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
２．５
％（
１
千
５２８
万
円
）増
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、普
通
建
設
事
業
費（
補
助
事
業
費
）の
減
少
に

伴
い
、県
支
出
金
が
前
年
度
比
23.2
％（
５
千
８２１
万
円
）減
少

し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
に
対
す
る
経
費
で
あ
る
民
生
費

が
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
、続
い
て
総
務
費
、教
育
費
、

衛
生
費
、公
債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、性
質
別
で
は
普
通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な
増
加

に
よ
り
、前
年
度
よ
り
８
千
９４６
万
円（
14.6
％
）の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
度
決
算
で
は
、景
気
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ

れ
る
も
の
の
、町
税
の
確
保
や
、一
般
財
源
を
抑
制
し
経
常

経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
り
、実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

○
東
部
地
区
児
童
館
整
備
事
業

○
川
北
中
学
校・橘
小
学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

○
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業

○
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
改
修
事
業

○
電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
事
業

○
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
及
び

　
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、的
確
な
事
業
を
行
い
、計
画
通

り
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
基
本
構
想
に
よ
る
町
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
共
に
行
財
政
改
革
や
財

政
の
健
全
化
と
自
立
化
、そ
し
て
安
全
と
安
心
に
努
め
、町
民
が「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」を
実
感
で
き
る
各
種
施
策
に
よ
り
、今
後
と
も
活
力
あ
る
行
政
運
営
を
図
っ
て

頂
き
た
い
。 

 

 

 

 

ハード
○
乳
幼
児・児
童
等
医
療
給
与
金

○
出
産
育
児
一
時
金

○
不
妊
治
療
費
給
与
金

○
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

○
高
齢
者
医
療
費
助
成
事
業

○
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者
福
祉
手
当
事
業

○
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・高
齢
者
と
小
児
用
の
肺
炎
球
菌・

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
事
業

○
自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
事
業

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費
補
助
事
業

ソフト

決 算 監 査

監
査
委
員
　
吉
野
　
外
明
・
坂
井
　
毅

（単位：万円）

歳　入 前年度比（％） 構成比（％） 歳　出 前年度比（％） 構成比（％）

町 税

地 方 譲 与 税

そ の 他 交 付 金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国・県 支 出 金

繰越金、繰入金など

諸 収 入

町債（借入金）

歳 入 合 計

137,335

1,938

9,166

75,571

7,821

14,149

58,103

31,512

6,503

46,170

388,268

△5.8%

△3.7%

9.9%

3.4%

△14.0%

△0.9%

△8.1%

11.3%

13.9%

1.9%

△1.7%

35.4%

0.5%

2.3%

19.5%

2.0%

3.6%

15.0%

8.1%

1.7%

11.9%

100.0％

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公債費（ 借 入 金 の 返 済 ）

歳 出 合 計

7,200 

53,852 

119,290 

45,492 

23,934 

5,095 

15,266 

11,373 

45,796 

44,211 

371,509 

0.4%

△20.4%

29.9%

6.4%

△30.5%

△8.2%

△41.3%

14.0%

70.7%

△21.6%

0.8%

1.9%

14.5%

32.1%

12.2%

6.5%

1.4%

4.1%

3.1%

12.3%

11.9%

100.0%

歳入
歳出
差引

５億１千９２４万円
４億９千１６５万円

２千７５９万円

国民健康保険
歳入
歳出
差引

４億５千６４４万円
４億３千３５４万円

２千２９０万円 

介護保険事業

歳入
歳出
差引

２千５６５万円 
２千４７４万円 

９１万円

簡易水道事業
歳入
歳出
差引

５千５５７万円 
５千３６３万円 

　１９４万円

介護保険サービス事業

歳入
歳出
差引

１億６千６１５万円
１億６千０４２万円

５７３万円

農業集落排水事業
歳入
歳出
差引

５千１９９万円 
５千１０７万円 

９２万円

後期高齢者医療
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平成２６年度決算の認定 税金は効率 的に使われたか 町の家計簿の検証

一般会計　歳入：３８億８千２６８ 万円　歳出：３７億１千５０９万円

一般会計歳入・歳出決算状況表特　別　会　計
※実質収支　１億６千３０万円　　　翌年度へ繰越すべき財源　７２９万円

歳 

入 

…
…
… 

前
年
度
比
　
1.7
％ 

減

歳 

出 

…
…
… 

前
年
度
比
　
0.8
％ 

増

主 

な 

事 

業

　
歳
入
で
は
、前
年
度
比
１．７
％（
６
千
８０３
万
円
）減
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、固
定
資
産
税
が
企
業
の
設
備
投
資
の
鈍
化
に
よ

り
、大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
が
、町
税

は
、歳
入
全
体
の
３５．４
％
と
、歳
入
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
交
付
税
は
、固
定
資
産
税
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
２．５
％（
１
千
５２８
万
円
）増
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、普
通
建
設
事
業
費（
補
助
事
業
費
）の
減
少
に

伴
い
、県
支
出
金
が
前
年
度
比
23.2
％（
５
千
８２１
万
円
）減
少

し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
に
対
す
る
経
費
で
あ
る
民
生
費

が
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
、続
い
て
総
務
費
、教
育
費
、

衛
生
費
、公
債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、性
質
別
で
は
普
通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な
増
加

に
よ
り
、前
年
度
よ
り
８
千
９４６
万
円（
14.6
％
）の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
度
決
算
で
は
、景
気
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ

れ
る
も
の
の
、町
税
の
確
保
や
、一
般
財
源
を
抑
制
し
経
常

経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
り
、実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

○
東
部
地
区
児
童
館
整
備
事
業

○
川
北
中
学
校・橘
小
学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

○
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業

○
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
改
修
事
業

○
電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
事
業

○
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
及
び

　
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、的
確
な
事
業
を
行
い
、計
画
通

り
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
基
本
構
想
に
よ
る
町
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
共
に
行
財
政
改
革
や
財

政
の
健
全
化
と
自
立
化
、そ
し
て
安
全
と
安
心
に
努
め
、町
民
が「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」を
実
感
で
き
る
各
種
施
策
に
よ
り
、今
後
と
も
活
力
あ
る
行
政
運
営
を
図
っ
て

頂
き
た
い
。 

 

 

 

 

ハード
○
乳
幼
児・児
童
等
医
療
給
与
金

○
出
産
育
児
一
時
金

○
不
妊
治
療
費
給
与
金

○
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

○
高
齢
者
医
療
費
助
成
事
業

○
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者
福
祉
手
当
事
業

○
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・高
齢
者
と
小
児
用
の
肺
炎
球
菌・

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
事
業

○
自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
事
業

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費
補
助
事
業

ソフト

決 算 監 査

監
査
委
員
　
吉
野
　
外
明
・
坂
井
　
毅

（単位：万円）

歳　入 前年度比（％） 構成比（％） 歳　出 前年度比（％） 構成比（％）

町 税

地 方 譲 与 税

そ の 他 交 付 金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国・県 支 出 金

繰越金、繰入金など

諸 収 入

町債（借入金）

歳 入 合 計

137,335

1,938

9,166

75,571

7,821

14,149

58,103

31,512

6,503

46,170

388,268

△5.8%

△3.7%

9.9%

3.4%

△14.0%

△0.9%

△8.1%

11.3%

13.9%

1.9%

△1.7%

35.4%

0.5%

2.3%

19.5%

2.0%

3.6%

15.0%

8.1%

1.7%

11.9%

100.0％

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公債費（ 借 入 金 の 返 済 ）

歳 出 合 計

7,200 

53,852 

119,290 

45,492 

23,934 

5,095 

15,266 

11,373 

45,796 

44,211 

371,509 

0.4%

△20.4%

29.9%

6.4%

△30.5%

△8.2%

△41.3%

14.0%

70.7%

△21.6%

0.8%

1.9%

14.5%

32.1%

12.2%

6.5%

1.4%

4.1%

3.1%

12.3%

11.9%

100.0%

歳入
歳出
差引

５億１千９２４万円
４億９千１６５万円

２千７５９万円

国民健康保険
歳入
歳出
差引

４億５千６４４万円
４億３千３５４万円

２千２９０万円 

介護保険事業

歳入
歳出
差引

２千５６５万円 
２千４７４万円 

９１万円

簡易水道事業
歳入
歳出
差引

５千５５７万円 
５千３６３万円 

　１９４万円

介護保険サービス事業

歳入
歳出
差引

１億６千６１５万円
１億６千０４２万円

５７３万円

農業集落排水事業
歳入
歳出
差引

５千１９９万円 
５千１０７万円 

９２万円

後期高齢者医療
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委
員
会
審
議

委
員
会
審
議

Q
&
A

主
な
も
の

総
務
産
業

　
　常
任
委
員
会

総
務
産
業

　
　常
任
委
員
会

教
育
民
生

　
　常
任
委
員
会

教
育
民
生

　
　常
任
委
員
会

Q　　
工
業
用
水
道
水
源
さ
く
井
工
事
の

２
ヶ
所
の
予
定
位
置
は
。

A　　
草
深
地
区
の
変
電
所
付
近
の
農
道

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q　　
さ
く
井
の
期
間
は
、い
つ
ま
で
か
。

　
ま
た
、さ
く
井
は
調
査
目
的
な
の
か
。

A　　
さ
く
井
期
間
は
、１
〜
１
ヶ
月
半
ほ

ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
く
井
に
よ
り
水
量
や
水
質
を
調
査

し
、そ
の
内
容
を
中
部
経
済
産
業
局
へ
の

申
請
に
盛
り
込
む
た
め
も
の
で
す
が
、順

調
に
事
業
が
進
め
ば
、そ
の
ま
ま
工
業
用

水
道
井
戸
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
現
段
階
で
は
、㈱
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
工
業
用
水
と
し
て
供
給
し
ま
す
。

Q　　
徴
収
猶
予
に
関
す
る
税
条
例
に
関
連

し
て
、納
税
の
猶
予
や
換
価
の
猶
予
の
実

績
は
。

A　　
当
町
で
は
、実
績
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
改
正
に
よ
り
、納
税
者
の
申
請
に
よ
っ
て

徴
収
猶
予
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

Q　　
こ
れ
以
上
、地
下
水
を
汲
み
上
げ
て

大
丈
夫
な
の
か
。

A　　
周
辺
の
井
戸
の
水
位
な
ど
を
調
査
し

な
が
ら
、影
響
が
出
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

Q　　
石
川
県
・
川
北
町
の
平
均
寿
命
に
つ

い
て
は
。

A　　
平
成
23
年
次
の
石
川
県
平
均
で
、男

子
が
79.7
歳
、女
子
が
86.8
歳
と
な
っ
て
お

り
、当
町
に
お
い
て
は
、男
子
79.4
歳
、女
子

86.9
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　　
公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
と
芳
珠
記

念
病
院
と
で
は
、人
間
ド
ッ
ク
受
診
金
額

に
差
異
は
あ
る
の
か
。

A　　
設
備
・
検
診
内
容
・
体
制
の
違
い
か

ら
、若
干
の
差
異
が
あ
り
ま
す
。

Q　　
川
北
町
で
要
介
護（
１
〜
５
）の
該

当
者
は
ど
れ
だ
け
か
。

　
ま
た
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
の
入
所
者
に
つ
い
て
は
。

A　　
平
成
27
年
3
月
末
現
在
で
、要
支
援

が
40
人
、要
介
護
が
181
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
26
年
度
年
間
平
均
で
、施
設
入
所

者
は
66
人
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す

と
22
人
と
な
り
ま
す
。

Q　　
在
宅
介
護
に
つ
い
て
、町
か
ら
の
助

成
は
。

A　　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
、訪
問

入
浴
に
つ
い
て
は
、介
護
保
険
で
個
人
負

担
が
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
１

割
分
を
町
が
全
額
負
担
し
て
い
ま
す
。

Q　　
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
、年
齢
別
受

診
者
数
な
ど
は
。

A　　
411
件
中
48
件
が
、75
歳
以
上
の
い
わ

ゆ
る
後
期
高
齢
者
の
方
が
受
診
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
経
費
に
は
、石
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
の
負
担
分
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
一
般
会
計
の
み
の
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
者
数
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
で

は
221
件
、平
成
25
年
で
は
238
件
、平
成
26

年
で
は
240
件
と
な
っ
て
お
り
、平
成
27
年

で
は
現
在
285
件
を
見
込
ん
で
お
り
、例
年

か
ら
み
ま
し
て
も
、大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

Q　　
公
共
汚
水
桝
と
は
。

A　　
排
水
本
管
よ
り
宅
内
に
引
き
込
む

際
に
設
置
す
る
桝
の
こ
と
で
す
。

指定避難所（川北中学校）指定避難所（川北中学校）

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

質
問
山
村
　秀
俊 

議
員

や
ま  

む
ら        

ひ
で 

と
し

指
定
避
難
所（
水
害
対
策

用
）の
追
加
指
定
は
！

質
問
山
村
　秀
俊 

議
員

や
ま  

む
ら        

ひ
で 

と
し

飲
料
用・消
雪
用
井
戸
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
！

　
川
北
町
防
災
マ
ッ
プ
を
見
ま
す
と
、町

内
の
小・中
学
校
が
緊
急
避
難
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、氾
濫
・
浸
水
時
の
状
況
を
踏

ま
え
れ
ば
、水
害
対
策
用
に
緊
急
避
難
所

を
追
加
指
定
し
、町
民
が
、そ
の
時
々
に

応
じ
て
避
難
が
で
き
る
よ
う
選
択
枝
を

増
や
す
こ
と
が
、町
民
の
更
な
る
安
全
・

安
心
に
繋
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

町
当
局
の
考
え
は
。

　
９
月
末
よ
り
、飲
料
用（
簡
易
水
道
）及

び
、消
雪
用
井
戸
の
調
査
・
点
検
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
冬
本
番
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、現
状
と
今
後
の
見
通

し
な
ど
に
つ
い
て
、町
当
局
の
考
え
は
。

　
平
成
27
年
５
月
以
降
、手
取
川
扇
状

地
で
は
、飲
用
井
戸
及
び
消
雪
用
井
戸

で
、通
常
よ
り
地
下
水
位
が
低
下
し
て
い

ま
す
。

　
飲
用
井
戸
は
、水
位
の
低
下
に
よ
る
影

響
は
そ
れ
程
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、消
雪
用

井
戸
に
つ
い
て
は
、水
量
が
不
足
し
て
い

る
井
戸
が
、何
箇
所
か
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
様
な
所
に
つ
い
て
は
、消
雪
ノ
ズ
ル

を
絞
り
水
量
を
調
節
す
る
、或
い
は
、機
械

除
雪
に
よ
る
対
応
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、地
下
の
状
況
は
、

目
に
見
え
ず
、は
っ
き
り
し
た
予
測
が
つ

か
な
い
の
で
、今
後
、支
障
を
来
す
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、そ
の
都
度
、関
係
地

区
と
相
談
し
、迅
速
な
対
応
を
し
た
い
。

　
川
北
町
地
域
防
災
計
画
で
は
、災
害

な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、小
・
中
学
校
を

指
定
避
難
所
に
設
定
し
て
い
ま
す
。ま

た
、各
保
育
所
、百
寿
会
館
、保
健
セ
ン

タ
ー
を
、福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、万
が
一
、手
取
川
が
氾
濫
し

た
場
合
は
、身
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、河
川
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、多
く
の
被
災

者
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、緊
急
避
難
所
の

追
加
指
定
に
つ
い
て
は
、地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
と
併
せ
て
、学
習
等
供
用
施

設
、児
童
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
検

討
し
ま
す
。

町
政
を
問
う！

町
政
を
問
う！

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

関
係
地
区
と
相
談
し

　
　 迅
速
に
対
応
す
る

答
弁
吉
田
　晃 

総
務
課
長

よ
し   

だ         

ひ
か
る

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
と
併
せ
て
検
討
す
る

写真未着写真未着
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委
員
会
審
議

委
員
会
審
議

Q
&
A

主
な
も
の

総
務
産
業

　
　常
任
委
員
会

総
務
産
業

　
　常
任
委
員
会

教
育
民
生

　
　常
任
委
員
会

教
育
民
生

　
　常
任
委
員
会

Q　　
工
業
用
水
道
水
源
さ
く
井
工
事
の

２
ヶ
所
の
予
定
位
置
は
。

A　　
草
深
地
区
の
変
電
所
付
近
の
農
道

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q　　
さ
く
井
の
期
間
は
、い
つ
ま
で
か
。

　
ま
た
、さ
く
井
は
調
査
目
的
な
の
か
。

A　　
さ
く
井
期
間
は
、１
〜
１
ヶ
月
半
ほ

ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
く
井
に
よ
り
水
量
や
水
質
を
調
査

し
、そ
の
内
容
を
中
部
経
済
産
業
局
へ
の

申
請
に
盛
り
込
む
た
め
も
の
で
す
が
、順

調
に
事
業
が
進
め
ば
、そ
の
ま
ま
工
業
用

水
道
井
戸
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
現
段
階
で
は
、㈱
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
工
業
用
水
と
し
て
供
給
し
ま
す
。

Q　　
徴
収
猶
予
に
関
す
る
税
条
例
に
関
連

し
て
、納
税
の
猶
予
や
換
価
の
猶
予
の
実

績
は
。

A　　
当
町
で
は
、実
績
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
改
正
に
よ
り
、納
税
者
の
申
請
に
よ
っ
て

徴
収
猶
予
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

Q　　
こ
れ
以
上
、地
下
水
を
汲
み
上
げ
て

大
丈
夫
な
の
か
。

A　　
周
辺
の
井
戸
の
水
位
な
ど
を
調
査
し

な
が
ら
、影
響
が
出
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

Q　　
石
川
県
・
川
北
町
の
平
均
寿
命
に
つ

い
て
は
。

A　　
平
成
23
年
次
の
石
川
県
平
均
で
、男

子
が
79.7
歳
、女
子
が
86.8
歳
と
な
っ
て
お

り
、当
町
に
お
い
て
は
、男
子
79.4
歳
、女
子

86.9
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　　
公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
と
芳
珠
記

念
病
院
と
で
は
、人
間
ド
ッ
ク
受
診
金
額

に
差
異
は
あ
る
の
か
。

A　　
設
備
・
検
診
内
容
・
体
制
の
違
い
か

ら
、若
干
の
差
異
が
あ
り
ま
す
。

Q　　
川
北
町
で
要
介
護（
１
〜
５
）の
該

当
者
は
ど
れ
だ
け
か
。

　
ま
た
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
の
入
所
者
に
つ
い
て
は
。

A　　
平
成
27
年
3
月
末
現
在
で
、要
支
援

が
40
人
、要
介
護
が
181
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
26
年
度
年
間
平
均
で
、施
設
入
所

者
は
66
人
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す

と
22
人
と
な
り
ま
す
。

Q　　
在
宅
介
護
に
つ
い
て
、町
か
ら
の
助

成
は
。

A　　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
、訪
問

入
浴
に
つ
い
て
は
、介
護
保
険
で
個
人
負

担
が
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
１

割
分
を
町
が
全
額
負
担
し
て
い
ま
す
。

Q　　
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
、年
齢
別
受

診
者
数
な
ど
は
。

A　　
411
件
中
48
件
が
、75
歳
以
上
の
い
わ

ゆ
る
後
期
高
齢
者
の
方
が
受
診
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
経
費
に
は
、石
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
の
負
担
分
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
一
般
会
計
の
み
の
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
者
数
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
で

は
221
件
、平
成
25
年
で
は
238
件
、平
成
26

年
で
は
240
件
と
な
っ
て
お
り
、平
成
27
年

で
は
現
在
285
件
を
見
込
ん
で
お
り
、例
年

か
ら
み
ま
し
て
も
、大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

Q　　
公
共
汚
水
桝
と
は
。

A　　
排
水
本
管
よ
り
宅
内
に
引
き
込
む

際
に
設
置
す
る
桝
の
こ
と
で
す
。

指定避難所（川北中学校）指定避難所（川北中学校）

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

質
問
山
村
　秀
俊 
議
員

や
ま  

む
ら        
ひ
で 

と
し

指
定
避
難
所（
水
害
対
策

用
）の
追
加
指
定
は
！

質
問
山
村
　秀
俊 

議
員

や
ま  

む
ら        

ひ
で 

と
し

飲
料
用・消
雪
用
井
戸
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
！

　
川
北
町
防
災
マ
ッ
プ
を
見
ま
す
と
、町

内
の
小・中
学
校
が
緊
急
避
難
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、氾
濫
・
浸
水
時
の
状
況
を
踏

ま
え
れ
ば
、水
害
対
策
用
に
緊
急
避
難
所

を
追
加
指
定
し
、町
民
が
、そ
の
時
々
に

応
じ
て
避
難
が
で
き
る
よ
う
選
択
枝
を

増
や
す
こ
と
が
、町
民
の
更
な
る
安
全
・

安
心
に
繋
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

町
当
局
の
考
え
は
。

　
９
月
末
よ
り
、飲
料
用（
簡
易
水
道
）及

び
、消
雪
用
井
戸
の
調
査
・
点
検
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
冬
本
番
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、現
状
と
今
後
の
見
通

し
な
ど
に
つ
い
て
、町
当
局
の
考
え
は
。

　
平
成
27
年
５
月
以
降
、手
取
川
扇
状

地
で
は
、飲
用
井
戸
及
び
消
雪
用
井
戸

で
、通
常
よ
り
地
下
水
位
が
低
下
し
て
い

ま
す
。

　
飲
用
井
戸
は
、水
位
の
低
下
に
よ
る
影

響
は
そ
れ
程
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、消
雪
用

井
戸
に
つ
い
て
は
、水
量
が
不
足
し
て
い

る
井
戸
が
、何
箇
所
か
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
様
な
所
に
つ
い
て
は
、消
雪
ノ
ズ
ル

を
絞
り
水
量
を
調
節
す
る
、或
い
は
、機
械

除
雪
に
よ
る
対
応
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、地
下
の
状
況
は
、

目
に
見
え
ず
、は
っ
き
り
し
た
予
測
が
つ

か
な
い
の
で
、今
後
、支
障
を
来
す
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、そ
の
都
度
、関
係
地

区
と
相
談
し
、迅
速
な
対
応
を
し
た
い
。

　
川
北
町
地
域
防
災
計
画
で
は
、災
害

な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、小
・
中
学
校
を

指
定
避
難
所
に
設
定
し
て
い
ま
す
。ま

た
、各
保
育
所
、百
寿
会
館
、保
健
セ
ン

タ
ー
を
、福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、万
が
一
、手
取
川
が
氾
濫
し

た
場
合
は
、身
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、河
川
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、多
く
の
被
災

者
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、緊
急
避
難
所
の

追
加
指
定
に
つ
い
て
は
、地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
と
併
せ
て
、学
習
等
供
用
施

設
、児
童
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
検

討
し
ま
す
。

町
政
を
問
う！

町
政
を
問
う！

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

関
係
地
区
と
相
談
し

　
　 迅
速
に
対
応
す
る

答
弁
吉
田
　晃 

総
務
課
長

よ
し   

だ         

ひ
か
る

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
と
併
せ
て
検
討
す
る

写真未着写真未着
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町政を
問う！町政を
問う！町政を
問う！

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

図書館図書館

　
選
挙
年
齢
が
20
歳
以
上
か
ら
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
る
改
正
選
挙
法
が
、平
成

27
年
６
月
17
日
、参
議
院
本
会
議
に
於
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、18
歳
以
上
で
の
選
挙

権
を
念
頭
に
置
い
た「
自
分
で
考
え
、判

断
し
、行
動
で
き
る（
公
民
）教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」に
つ
い
て
町
当
局
の
考
え
は
。

　「
食
」は
、健
康
な
生
活
を
す
る
た
め
の

源
で
あ
り
、健
全
な
心
身
を
培
い
、豊
か

な
人
間
性
を
育
む
も
の
で
す
。

　
し
か
し
近
年
、高
齢
世
帯
や
単
身
世

帯
、共
働
き
世
帯
の
増
加
、日
本
食
離
れ
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、「
食
」を
め
ぐ
る

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、「
食
」に
つ
い
て
の
あ
り
方
を

方
向
づ
け
、「
食
育
」を
国
民
運
動
と
し
て

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、「
食
育
基
本
法
」

を
制
定
し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
て
町
に

お
き
ま
し
て
も
、「
川
北
町
食
育
推
進
計

画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
次
期「
計
画
」に
お
き
ま
し
て
も
、米
や

野
菜
を
中
心
と
し
た
食
文
化
の
継
承
や
、

い
わ
ゆ
る
、地
産
地
消
に
繋
が
る
、安
全
で

良
質
な
地
場
の
農
産
物
へ
の
理
解
な
ど
を

盛
り
込
み
、関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、「
食
の
重
要
性
」を
啓
発・周
知
し
、

健
康
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、全
国

で
は
、新
た
に
18
歳
、19
歳
の
約
240
万
人
、

石
川
県
で
は
約
２
万
３
千
人
、川
北
町

で
は
約
100
人
が
有
権
者
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
こ
の
新
た
な
有
権
者
に
対
し
、石
川
県

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、「
新
有
権
者
の

選
挙
ガ
イ
ド
」と
い
う
冊
子
を
作
成
し
、

配
布
す
る
ほ
か
、高
校
生
を
対
象
に
、選

挙
制
度
の
周
知
・
啓
発
を
図
る
為
、実
際

の
投
票
箱
な
ど
を
使
っ
た
模
擬
選
挙
を
体

験
す
る
な
ど
の「
選
挙
出
前
講
座
」を
、

県
内
の
高
校
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
小・中
学
校
に
つ
い
て
は
、学
級
組
織
、

児
童
会
及
び
生
徒
会
組
織
そ
の
も
の
が
、

選
挙
に
よ
る
も
の
で
す
し
、中
学
校
で

は
、社
会
科
の
公
民
の
授
業
で
、政
治
の

仕
組
み
や
選
挙
制
度
に
つ
い
て
、学
習
し

て
い
ま
す
の
で
、素
地
に
あ
た
る
部
分

は
、発
達
段
階
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
教
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
き
ま

し
て
も
、新
た
に
有
権
者
と
な
る
方
々
に

対
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
通
し

て
、選
挙
制
度
や
棄
権
防
止
な
ど
に
つ
い

て
、啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
田
中
　秀
夫 

議
員

た  

な
か          

ひ
で   

お

総
合
防
災
訓
練
は
！

質
問
田
中
　秀
夫 

議
員

た  

な
か          

ひ
で   

お

図
書
館
の
運
営
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
！

答
弁
室
谷
　敏
彦 

教
育
長

む
ろ  

た
に        

と
し  

ひ
こ

図
書
館
に
必
要
か
ど
う

か
も
含
め
、検
討
し
た
い

質
問
森
　作
治  

議
員

も
り         

さ
く   

じ

選
挙
年
齢
引
下
げ
に

　
　
　 伴
う
対
応
は
！

質
問
森
　作
治  

議
員

も
り         

さ
く   

じ

「
食
」の
取
組
み
は
！

答
弁
吉
田
　晃 

総
務
課
長

よ
し   

だ         

ひ
か
る

選
挙
制
度
や
棄
権
防
止

な
ど
に
つ
い
て
、啓
発
す
る

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
制
度
は
！

　
川
北
町
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と

に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
来
年
度
、防
災
行
政
無
線
の
工
事

も
完
了
し
、総
合
的
な
防
災
訓
練
も
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、役
場
庁
舎
の
緊
急
用
の
電
源
装

置
を
浸
水
を
想
定
し
て
、上
の
階
に
設
置

で
き
な
い
か
、町
長
の
考
え
は
。

　
高
齢
者
や
、足
が
不
自
由
な
方
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
は
、今
後
、１
階
の
大
広
間
付

近
に
簡
易
的
な
書
籍
コ
ー
ナ
ー
を
常
設

し
、図
書
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
図
書
館
情
報
の
デ
ー
タ
化
と
県

内
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い

て
は
、図
書
の
登
録
や
シ
ス
テ
ム
に
、５
年

間
で
４
千
万
円
と
い
う
高
額
な
維
持
費

も
か
か
る
こ
と
か
ら
、川
北
町
の
規
模
の

図
書
館
に
必
要
か
ど
う
か
も
含
め
、検
討

し
た
い
。

　
図
書
館
が
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
の

２
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、足
が

不
自
由
な
障
害
者
の
方
や
、高
齢
者
の

方
々
に
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
対
策
が

と
れ
な
い
か
。

　
そ
し
て
、書
籍
の
貸
出
や
蔵
書
管
理
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
、書
籍
の
照
会
な
ど
も
パ

ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
容
易
に
検
索
可
能
と
な

る
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、町
当
局
の
考
え
は
。

　
町
で
は
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
、地

域
の
皆
様
が
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
で
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
様
、自
助
、共
助
の
考
え
か
ら
、自
主
防

災
組
織
に
よ
る
避
難
訓
練
や
、資
機
材
の

整
備
、そ
し
て
防
災
士
の
育
成
な
ど
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
、助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、屋
外
拡
声
器
の
設
置

と
、戸
別
受
信
機
を
全
戸
に
配
置
し
、災

害
情
報
を
速
や
か
に
住
民
に
発
信
す
る

こ
と
の
で
き
る
、防
災
行
政
無
線
の
整
備

工
事
が
、来
年
度
、完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
つ
い
て
は
、こ
の
工
事
が
完
了
し
た
後
、

総
合
的
な
防
災
訓
練
が
実
施
で
き
る
よ

う
、計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
な
お
、防
災
行
政
無
線
事
業
で
の
発
電

設
備
は
、浸
水
を
考
慮
し
、よ
り
高
い
位

置
に
設
置
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
70
年
、「
食
」
に
お
い
て
は
、
多

種
多
様
と
な
っ
た
反
面
、「
食
」
と
は
名

ば
か
り
の
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
」

が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、「
食
」
の

重
要
性
に
伴
う
意
識
の
高
揚
、
普
及
・

啓
蒙
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
町
当
局

の
考
え
は
。

答
弁
大
山 

保

お
お  

や
ま  

た
も
つ

「
食
の
重
要
性
」を
啓
発・

周
知
し
、健
康
な
町
づ
く

り
を
進
め
る

保
健
セ
ン
タ
ー

館
長 

兼 

福
祉
課
長

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

防
災
行
政
無
線
の
整
備

工
事
完
了
後
、計
画
を

進
め
る

　
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、公
選
制
か

ら
選
任
制
へ
と
変
更
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
が
、将
来
に
わ
た
っ
て
意
欲
あ
る
農
業

者
が
希
望
を
持
っ
て
経
営
に
取
り
組
み
、

確
実
に
農
産
物
の
生
産
が
維
持
向
上
で

き
る
よ
う
、万
全
の
措
置
を
講
じ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。　

　
今
後
の
農
業
委
員
会
の
在
り
方
な
ど
、

町
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
、町
当
局
の
考

え
は
。

質
問
田
中
　秀
夫 

議
員

た  

な
か          

ひ
で   

お

農
業
委
員
会
の
在
り
方

と
今
後
の
農
業
政
策
に

つ
い
て
は
！
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図書館図書館

　
選
挙
年
齢
が
20
歳
以
上
か
ら
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
る
改
正
選
挙
法
が
、平
成

27
年
６
月
17
日
、参
議
院
本
会
議
に
於
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、18
歳
以
上
で
の
選
挙

権
を
念
頭
に
置
い
た「
自
分
で
考
え
、判

断
し
、行
動
で
き
る（
公
民
）教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」に
つ
い
て
町
当
局
の
考
え
は
。

　「
食
」は
、健
康
な
生
活
を
す
る
た
め
の

源
で
あ
り
、健
全
な
心
身
を
培
い
、豊
か

な
人
間
性
を
育
む
も
の
で
す
。

　
し
か
し
近
年
、高
齢
世
帯
や
単
身
世

帯
、共
働
き
世
帯
の
増
加
、日
本
食
離
れ
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、「
食
」を
め
ぐ
る

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、「
食
」に
つ
い
て
の
あ
り
方
を

方
向
づ
け
、「
食
育
」を
国
民
運
動
と
し
て

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、「
食
育
基
本
法
」

を
制
定
し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
て
町
に

お
き
ま
し
て
も
、「
川
北
町
食
育
推
進
計

画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
次
期「
計
画
」に
お
き
ま
し
て
も
、米
や

野
菜
を
中
心
と
し
た
食
文
化
の
継
承
や
、

い
わ
ゆ
る
、地
産
地
消
に
繋
が
る
、安
全
で

良
質
な
地
場
の
農
産
物
へ
の
理
解
な
ど
を

盛
り
込
み
、関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、「
食
の
重
要
性
」を
啓
発・周
知
し
、

健
康
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、全
国

で
は
、新
た
に
18
歳
、19
歳
の
約
240
万
人
、

石
川
県
で
は
約
２
万
３
千
人
、川
北
町

で
は
約
100
人
が
有
権
者
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
こ
の
新
た
な
有
権
者
に
対
し
、石
川
県

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、「
新
有
権
者
の

選
挙
ガ
イ
ド
」と
い
う
冊
子
を
作
成
し
、

配
布
す
る
ほ
か
、高
校
生
を
対
象
に
、選

挙
制
度
の
周
知
・
啓
発
を
図
る
為
、実
際

の
投
票
箱
な
ど
を
使
っ
た
模
擬
選
挙
を
体

験
す
る
な
ど
の「
選
挙
出
前
講
座
」を
、

県
内
の
高
校
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
小・中
学
校
に
つ
い
て
は
、学
級
組
織
、

児
童
会
及
び
生
徒
会
組
織
そ
の
も
の
が
、

選
挙
に
よ
る
も
の
で
す
し
、中
学
校
で

は
、社
会
科
の
公
民
の
授
業
で
、政
治
の

仕
組
み
や
選
挙
制
度
に
つ
い
て
、学
習
し

て
い
ま
す
の
で
、素
地
に
あ
た
る
部
分

は
、発
達
段
階
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
教
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
き
ま

し
て
も
、新
た
に
有
権
者
と
な
る
方
々
に

対
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
通
し

て
、選
挙
制
度
や
棄
権
防
止
な
ど
に
つ
い

て
、啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
田
中
　秀
夫 

議
員

た  

な
か          

ひ
で   

お

総
合
防
災
訓
練
は
！

質
問
田
中
　秀
夫 

議
員

た  

な
か          

ひ
で   

お

図
書
館
の
運
営
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
！

答
弁
室
谷
　敏
彦 

教
育
長

む
ろ  

た
に        

と
し  

ひ
こ

図
書
館
に
必
要
か
ど
う

か
も
含
め
、検
討
し
た
い

質
問
森
　作
治  

議
員

も
り         

さ
く   

じ

選
挙
年
齢
引
下
げ
に

　
　
　 伴
う
対
応
は
！

質
問
森
　作
治  

議
員

も
り         

さ
く   

じ

「
食
」の
取
組
み
は
！

答
弁
吉
田
　晃 

総
務
課
長

よ
し   

だ         

ひ
か
る

選
挙
制
度
や
棄
権
防
止

な
ど
に
つ
い
て
、啓
発
す
る

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
制
度
は
！

　
川
北
町
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と

に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
来
年
度
、防
災
行
政
無
線
の
工
事

も
完
了
し
、総
合
的
な
防
災
訓
練
も
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、役
場
庁
舎
の
緊
急
用
の
電
源
装

置
を
浸
水
を
想
定
し
て
、上
の
階
に
設
置

で
き
な
い
か
、町
長
の
考
え
は
。

　
高
齢
者
や
、足
が
不
自
由
な
方
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
は
、今
後
、１
階
の
大
広
間
付

近
に
簡
易
的
な
書
籍
コ
ー
ナ
ー
を
常
設

し
、図
書
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
図
書
館
情
報
の
デ
ー
タ
化
と
県

内
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い

て
は
、図
書
の
登
録
や
シ
ス
テ
ム
に
、５
年

間
で
４
千
万
円
と
い
う
高
額
な
維
持
費

も
か
か
る
こ
と
か
ら
、川
北
町
の
規
模
の

図
書
館
に
必
要
か
ど
う
か
も
含
め
、検
討

し
た
い
。

　
図
書
館
が
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
の

２
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、足
が

不
自
由
な
障
害
者
の
方
や
、高
齢
者
の

方
々
に
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
対
策
が

と
れ
な
い
か
。

　
そ
し
て
、書
籍
の
貸
出
や
蔵
書
管
理
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
、書
籍
の
照
会
な
ど
も
パ

ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
容
易
に
検
索
可
能
と
な

る
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、町
当
局
の
考
え
は
。

　
町
で
は
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
、地

域
の
皆
様
が
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
で
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
様
、自
助
、共
助
の
考
え
か
ら
、自
主
防

災
組
織
に
よ
る
避
難
訓
練
や
、資
機
材
の

整
備
、そ
し
て
防
災
士
の
育
成
な
ど
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
、助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、屋
外
拡
声
器
の
設
置

と
、戸
別
受
信
機
を
全
戸
に
配
置
し
、災

害
情
報
を
速
や
か
に
住
民
に
発
信
す
る

こ
と
の
で
き
る
、防
災
行
政
無
線
の
整
備

工
事
が
、来
年
度
、完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
つ
い
て
は
、こ
の
工
事
が
完
了
し
た
後
、

総
合
的
な
防
災
訓
練
が
実
施
で
き
る
よ

う
、計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
な
お
、防
災
行
政
無
線
事
業
で
の
発
電

設
備
は
、浸
水
を
考
慮
し
、よ
り
高
い
位

置
に
設
置
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
70
年
、「
食
」
に
お
い
て
は
、
多

種
多
様
と
な
っ
た
反
面
、「
食
」
と
は
名

ば
か
り
の
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
」

が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、「
食
」
の

重
要
性
に
伴
う
意
識
の
高
揚
、
普
及
・

啓
蒙
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
町
当
局

の
考
え
は
。

答
弁
大
山 

保

お
お  

や
ま  

た
も
つ

「
食
の
重
要
性
」を
啓
発・

周
知
し
、健
康
な
町
づ
く

り
を
進
め
る

保
健
セ
ン
タ
ー

館
長 

兼 

福
祉
課
長

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

防
災
行
政
無
線
の
整
備

工
事
完
了
後
、計
画
を

進
め
る

　
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、公
選
制
か

ら
選
任
制
へ
と
変
更
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
が
、将
来
に
わ
た
っ
て
意
欲
あ
る
農
業

者
が
希
望
を
持
っ
て
経
営
に
取
り
組
み
、

確
実
に
農
産
物
の
生
産
が
維
持
向
上
で

き
る
よ
う
、万
全
の
措
置
を
講
じ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。　

　
今
後
の
農
業
委
員
会
の
在
り
方
な
ど
、

町
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
、町
当
局
の
考

え
は
。

質
問
田
中
　秀
夫 

議
員

た  

な
か          

ひ
で   

お

農
業
委
員
会
の
在
り
方

と
今
後
の
農
業
政
策
に

つ
い
て
は
！
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無線LANを利用したインター
ネットへの接続を提供するサー
ビス。
そのアクセスポイントから受信
できる場所は、無線LANスポッ
ト、Wi-Fiスポット、フリースポッ
ト、ホットスポットなどと呼ばれ
ている。

公衆無線LAN
（こうしゅうむせんラン）

　
昨
年
の
９
月
と
12
月
の
議
会
定
例

会
を
傍
聴
す
る
機
会
が
あ
り
、議
会

の
張
り
詰
め
た
緊
張
感
や
雰
囲
気

を
、強
く
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
場
内
を
見
渡
す
と
、新

人
議
員
の
台
頭
に
よ
り
、議
員
の
若

返
り
が
図
ら
れ
、こ
れ
も
先
の
選
挙

を
行
っ
た
よ
い
結
果
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
さ
て
、新
年
の
報
道
で
、町
長
は
、

町
の
課
題
の
ひ
と
つ
に
、通
学
の
不

便
さ
を
あ
げ
、解
消
の
た
め
公
共
交

通
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
で
の
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
の
質
問
に
も
関
連
し
、高
齢

者
の
病
院
通
い
や
、買
い
物
難
民
を

防
ぐ
た
め
に
も
、是
非
、早
急
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、12
月
議
会
で
は
、生
活
の
安

全
・
安
心
に
関
連
し
た「
指
定
避
難

所
」、「
井
戸
の
水
位
低
下
」、「
食
の
取

組
み
」、「
総
合
避
難
訓
練
」な
ど
の
多

く
の
質
問
が
だ
さ
れ
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　
そ
し
て
、答
弁
と
し
て
、町
の
施
策

の
経
緯
や
現
況
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
方
針
が
示
さ
れ
こ
と
に
よ
り
、改

め
て
、町
の
状
況
を
知
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、町
民
の
安
全・安
心

と
、未
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
、よ

り
一
層
、町
民
、行
政
、議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
、町
づ
く
り
に
取
組
ま
れ
る

よ
う
、希
望
い
た
し
ま
す
。

議 

会 

傍 

聴 

記

中 

村
　
正 

幸  （
中
島
）

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

　
平
成
27
年
11
月
13
日
、岐
阜
県
坂
祝
町

議
会
の
一
行
が
、訪
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、平
成
26
年
10
月
に
、当
町
議

会
運
営
委
員
会
が
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
と
活
用
を
通
じ
て
、議
会
の
活
性
化

を
推
進
し
て
い
る
坂
祝
町
議
会
を
訪
ね

た
ご
縁
も
あ
り
、今
回
の
開
催
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
研
修
で
は
、「
川
北
町
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、企
業
誘
致
・
公
共
料

金
の
低
廉
化・少
子
化
対
策
な
ど
の
諸
施

策
の
説
明
を
受
け
た
後
、医
療
助
成
制
度

や
子
育
て
の
福
祉
施
策
を
中
心
に
、質
疑

応
答
や
意
見
交
換
な
ど
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、議
場
な
ど
の
施
設
を
視
察
さ

れ
、「
今
後
と
も
切
磋
琢
磨
を
し
な
が
ら
、

議
会
活
性
化
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」と
エ
ー
ル
を
交
わ
し
、研
修
を
終
え

ま
し
た
。

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

よ
う
こ
そ
川
北
町
へ
！

〜
行
政
視
察
研
修
〜

〜
行
政
視
察
研
修
〜

　
水
道
料
金
や
下
水
道
料
金
の
見
直
し

は
、家
計
に
直
接
影
響
の
あ
る
問
題
で
あ

り
、長
期
間
に
お
け
る
料
金
の
低
廉
化
は
、

町
民
の
皆
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、高
い
評

価
を
得
て
い
る
と
同
時
に
、人
口
の
増
加

に
も
繋
が
っ
て
い
る
施
策
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、地
下
水
位
の
低
下
に
伴

う
影
響
に
よ
り
、今
後
も
、施
設
の
改
修
工

事
が
、必
要
に
な
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
も
、こ
れ
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
、設
備
等

の
改
修
を
重
ね
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
、皆
様

と
相
談
し
な
が
ら
、検
討
し
ま
す
。

　
国
で
は
農
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る

た
め
、今
年
の
9
月
4
日
に
、「
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
」が
改
正
さ
れ
、

4
月
1
日
よ
り
、施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
、こ
れ
ま
で
の
公
選
制

か
ら
市
町
村
長
の
任
命
制
へ
の
変
更
と

な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、社
会
情
勢
を
大
い
に
参
考

に
し
て
、次
回
の
改
選
時
ま
で
に
、現
在

の
委
員
数
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、議

会
の
皆
様
と
相
談
し
な
が
ら
、定
め
て
い

き
た
い
。

　
次
に
、町
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。

　
今
後
と
も
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、国
や
県
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
、農
業
の
競
争
力
の
強
化
、農
家
所
得

の
向
上
に
、鋭
意
努
め
ま
す
。

ふれあい健康センターふれあい健康センター
坂祝町議会坂祝町議会

議場視察議場視察

質
問
作
田
　良
一 

議
員

さ
く   

だ        

り
ょ
う
い
ち

公
共
料
金（
水
道
料・入

浴
料
）の
見
直
し
は
！

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

現
在
の
委
員
数
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
、定
め
た
い

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

今
後
、相
談
を
し
な
が
ら

検
討
す
る

←
文
字
の
つ
な
が
り
注
意
！
！

岐
阜
県
坂
祝
町
議
会

さ
か  

ほ
ぎ

　
我
が
町
は
、各
種
公
共
料
金
の
低
廉
化

を
謳
い
、若
い
世
代
の
方
々
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、そ
ろ
そ
ろ
公
共
料
金
の
一
部

見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、水
道
料
金
の
月
額
使

用
量
に
つ
い
て
は
、10
ト
ン
ま
で
は
無
料
で

あ
り
、ポ
ン
プ
場
の
維
持
管
理
費
用
の
増
大

や
、同
様
に
消
雪
ポ
ン
プ
に
お
い
て
も
、影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た「
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
」に

お
い
て
も
、設
備
や
ポ
ン
プ
な
ど
の
更
新

が
必
要
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、町
当
局
の
考
え

は
。
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昨
年
の
９
月
と
12
月
の
議
会
定
例

会
を
傍
聴
す
る
機
会
が
あ
り
、議
会

の
張
り
詰
め
た
緊
張
感
や
雰
囲
気

を
、強
く
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
場
内
を
見
渡
す
と
、新

人
議
員
の
台
頭
に
よ
り
、議
員
の
若

返
り
が
図
ら
れ
、こ
れ
も
先
の
選
挙

を
行
っ
た
よ
い
結
果
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
さ
て
、新
年
の
報
道
で
、町
長
は
、

町
の
課
題
の
ひ
と
つ
に
、通
学
の
不

便
さ
を
あ
げ
、解
消
の
た
め
公
共
交

通
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
で
の
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
の
質
問
に
も
関
連
し
、高
齢

者
の
病
院
通
い
や
、買
い
物
難
民
を

防
ぐ
た
め
に
も
、是
非
、早
急
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、12
月
議
会
で
は
、生
活
の
安

全
・
安
心
に
関
連
し
た「
指
定
避
難

所
」、「
井
戸
の
水
位
低
下
」、「
食
の
取

組
み
」、「
総
合
避
難
訓
練
」な
ど
の
多

く
の
質
問
が
だ
さ
れ
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　
そ
し
て
、答
弁
と
し
て
、町
の
施
策

の
経
緯
や
現
況
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
方
針
が
示
さ
れ
こ
と
に
よ
り
、改

め
て
、町
の
状
況
を
知
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、町
民
の
安
全・安
心

と
、未
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
、よ

り
一
層
、町
民
、行
政
、議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
、町
づ
く
り
に
取
組
ま
れ
る

よ
う
、希
望
い
た
し
ま
す
。

議 
会 

傍 

聴 

記

中 
村
　
正 

幸  （
中
島
）

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

　
平
成
27
年
11
月
13
日
、岐
阜
県
坂
祝
町

議
会
の
一
行
が
、訪
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、平
成
26
年
10
月
に
、当
町
議

会
運
営
委
員
会
が
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
と
活
用
を
通
じ
て
、議
会
の
活
性
化

を
推
進
し
て
い
る
坂
祝
町
議
会
を
訪
ね

た
ご
縁
も
あ
り
、今
回
の
開
催
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
研
修
で
は
、「
川
北
町
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、企
業
誘
致
・
公
共
料

金
の
低
廉
化・少
子
化
対
策
な
ど
の
諸
施

策
の
説
明
を
受
け
た
後
、医
療
助
成
制
度

や
子
育
て
の
福
祉
施
策
を
中
心
に
、質
疑

応
答
や
意
見
交
換
な
ど
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、議
場
な
ど
の
施
設
を
視
察
さ

れ
、「
今
後
と
も
切
磋
琢
磨
を
し
な
が
ら
、

議
会
活
性
化
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」と
エ
ー
ル
を
交
わ
し
、研
修
を
終
え

ま
し
た
。

１２
月
定
例
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

よ
う
こ
そ
川
北
町
へ
！

〜
行
政
視
察
研
修
〜

〜
行
政
視
察
研
修
〜

　
水
道
料
金
や
下
水
道
料
金
の
見
直
し

は
、家
計
に
直
接
影
響
の
あ
る
問
題
で
あ

り
、長
期
間
に
お
け
る
料
金
の
低
廉
化
は
、

町
民
の
皆
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、高
い
評

価
を
得
て
い
る
と
同
時
に
、人
口
の
増
加

に
も
繋
が
っ
て
い
る
施
策
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、地
下
水
位
の
低
下
に
伴

う
影
響
に
よ
り
、今
後
も
、施
設
の
改
修
工

事
が
、必
要
に
な
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
も
、こ
れ
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
、設
備
等

の
改
修
を
重
ね
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
、皆
様

と
相
談
し
な
が
ら
、検
討
し
ま
す
。

　
国
で
は
農
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る

た
め
、今
年
の
9
月
4
日
に
、「
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
」が
改
正
さ
れ
、

4
月
1
日
よ
り
、施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
、こ
れ
ま
で
の
公
選
制

か
ら
市
町
村
長
の
任
命
制
へ
の
変
更
と

な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、社
会
情
勢
を
大
い
に
参
考

に
し
て
、次
回
の
改
選
時
ま
で
に
、現
在

の
委
員
数
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、議

会
の
皆
様
と
相
談
し
な
が
ら
、定
め
て
い

き
た
い
。

　
次
に
、町
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。

　
今
後
と
も
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、国
や
県
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
、農
業
の
競
争
力
の
強
化
、農
家
所
得

の
向
上
に
、鋭
意
努
め
ま
す
。

ふれあい健康センターふれあい健康センター
坂祝町議会坂祝町議会

議場視察議場視察

質
問
作
田
　良
一 

議
員

さ
く   

だ        

り
ょ
う
い
ち

公
共
料
金（
水
道
料・入

浴
料
）の
見
直
し
は
！

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

現
在
の
委
員
数
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
、定
め
た
い

答
弁
前
　哲
雄  

町
長

ま
え         

て
つ   

お

今
後
、相
談
を
し
な
が
ら

検
討
す
る

←
文
字
の
つ
な
が
り
注
意
！
！

岐
阜
県
坂
祝
町
議
会

さ
か  

ほ
ぎ

　
我
が
町
は
、各
種
公
共
料
金
の
低
廉
化

を
謳
い
、若
い
世
代
の
方
々
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、そ
ろ
そ
ろ
公
共
料
金
の
一
部

見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、水
道
料
金
の
月
額
使

用
量
に
つ
い
て
は
、10
ト
ン
ま
で
は
無
料
で

あ
り
、ポ
ン
プ
場
の
維
持
管
理
費
用
の
増
大

や
、同
様
に
消
雪
ポ
ン
プ
に
お
い
て
も
、影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た「
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
」に

お
い
て
も
、設
備
や
ポ
ン
プ
な
ど
の
更
新

が
必
要
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、町
当
局
の
考
え

は
。
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川北町議会事務局 検 索

左義長（中島小学校）

新春書初め大会

表現会（中島保育所）

みんなの広場
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
◆

次
回
の
定
例
会
は
3
月
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

テニス協会 ～この一球は、絶対無二の一球なり～

編
集
後
記

　
今
年
は
、穏
や
か
な
天
候
も

あ
り
、晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
、

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
昨
年
は
、地
下
水
位

の
低
下
に
よ
り
、飲
料
水
や
工

業
用
水
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
、

ま
た
、こ
の
暖
冬
が
続
け
ば
、夏

場
に
は
水
不
足
も
深
刻
化
し
、

農
作
物
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
近
年
、各
地
で
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」の

言
葉
通
り
、災
害
へ
の
準
備
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
で
は
、よ
り
よ
い
紙
面
に

す
る
試
み
と
し
て
、今
回
は
、行

間
の
調
整
を
中
心
に
、紙
面
を

構
成
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、よ
り
読
み
や

す
く
解
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
、皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、ご

感
想
な
ど
、お
気
軽
に
議
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

田
中
　
秀
夫
　
記
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▼

美  筝  会 ～伝統芸能「筝」をたくさんの人に～

　川北町テニス協会は、発足して今年で35年目を迎えます。
現在、会員は18～70歳までの40名で、練習は、サンアリーナ川北
で、週３回行っています。
　また協会の主催で、年に３回、男子ダブルス・女子ダブルス・ミッ
クスダブルスの大会を開催しています。
　その他にも各市町などで、大会が開催されており、会員は、そ

れぞれ自身のレベルに応じ
た大会に、エントリーしてい
ます。
　近年は、錦織圭選手の活躍により、テニス人口が増えており、協会員
も増加傾向にあります。
　そして、活動の拠点でもある、サンアリーナ川北の人工芝も全面改修
され、これまで以上にテニス競技の振興と仲間づくりの輪を広げていき
たいと思います。
　皆さんも、お洒落でカッコいいスポーツ「テニス」を楽しんでみませんか。

　川北町美筝会は、筝が好きな人が集まり、勉強している団
体で、平成17年からは、川北町文化協会に加入し、現在は７名
の会員で活動しています。
　主な活動は、川北町芸能おさらい会や白山市、金沢市での
演奏会への出演。そして川北小学校、橘小学校での邦楽教室
のお手伝いなどです。
　普段は個人で練習していますが、おさらい会などでの合奏

は、皆で集まり、心を
合わせての演奏で
すので、とても楽しく、やりがいがあります。
　また、小学校での邦楽教室では、子ども達は、とても興味を
持って、真剣に学んでくれています。
　古くから、日本人の心で育まれてきた筝を、これからも、た
くさんの人に伝え、興味を持って下さる方が増えれば、嬉しく
思います。

お問い合わせは、川北町議会事務局まで　☎076（277）1111

http://www.town.kawakita.ishikawa.jp/gyosei1_gikai.html
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